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論 文
マルクスの諸法則の性格について
谷友吉
はしがき
マルクスが『資本論』のなかでとりあつかっている資本主義的生産の諸問題
のうち，いくつかの主要な問題にかんするかれの議論については，マルクス経
済学者のあいだでもいろいろの解釈があり，また近代経済学者の側からはいろ
いろの批判がのべられている。しかし， これらの解釈や批判もさることなが
ら，われわれはなによりもまずそれらの問題にかんするマルクスの見解そのも
のをできるだけただしく理解したいとおもう。そこでこの目的のために一連の
論文のなかでそういう若干の主要な問題にかんするかれの議論をひとつひとつ
検討してみることとする。本論文では手はじめに方法問題にかんするものをと
りあげよう。
ところで，われわれが本論文でとくに指摘したいとおもう重要な事実がある
が，それにかんれんしてここであらかじめつぎのことをしるしておく。
マルクスが『資本論」のなかでのべている諸法則の現代的意義についてマル
クス経済学者たちのあいだに両極の異なった考え方がみいだされる。一部の学
者はそれらの法則は現実にそのままあてはまるとかんがえる。 そして現代に
おいてあらわれてきた新しい諸現象がなんらかの法則に反するようにみえる
ときには， なんとかして， あくまでそういう考え方を固持しようとする（たと
えば，いわゆる窮乏化法則についてクチンスキー）。他の諸学者は，現代において，
とくに第二次世界大戦後に，先進資本主義諸国にあらわれてきたところの，資
本主義体制の「生命力」をしめしているかのような諸現象を重視する。そして
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それらがなんらかの法則に反するようにみえるときには，その法則そのものが
他のものによってとりかえられなければならないとかんがえる（たとえば，資本
主義の運動諸法則についてミーク，利澗率低下の法則についてバランとスウイージー）。
しかし，マルクスによれば，資本主義的生産の諸法則はその内的なまたは本
質的な傾向であって，資本主義的生産様式がつづくかぎりそういうものとして
自己を貫徹するのである。もちろん，現実の諸関係は複雑である。諸法則が自
己を貫徹するといっても，それらはそのままでただちに正確に実現されるので
はない。その実現はさまざまな事情のために近似的であったり， 妨げられた
り，または変容されたりする。マルクスは『資本論』のなかでいろいろの文脈
においてそういった近似，妨げ，変容に言及している。これらの事実にかんす
るかれの諸叙述のうち主要なものはのちに引用するが，現代においてあらわれ
ている新しい諸現象もそういう事実，とくにそういう変容の事実をしめすもの
にすぎないであろう。
1 武谷氏の談話
マルクスの方法論は，久留間鮫造編『マルクス経済学 レキシコン』 2 (方
法 I), 3 (方法 TI)の目次をみてもわかるように， 研究の目的， 対象，方
法，その他にかんするいろいろの問題にわたっているが，それらの問題にいち
いちたちいることはできない。われわれはマルクスが『資本論』のなかでのベ
ている諸法則はどのような性格をもっているかという問題を中心として若干の
考察をこころみることとし，他の諸問題にはおりにふれてかんたんに言及する
にとどめる。
さて，その考察にはいるまえに，武谷三男氏と若干の社会科学者との「自然
科学と社会科学の現代的交流」にかんする座談会における同氏の談話にふれて
おこう。その談話は当面の問題にかんれんがあるいくつかの注目すべき発言を
ふくんでおり，われわれがその問題をかんがえてゆくうえに参考となるからで
ある。
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武谷氏は「自然科学的認識と社会科学的認識の共通地盤」について話すとき
にこうのべている。「社会科学と自然科学とはおなじ態度でやるべきであって，
そのあいだにはなんら態度がちがうということはないとおもいます。ただマッ
クス・ウェーバーなどの理想化と物理学の理想化とは，ひじょうにちがうとお
もうのです。根本的にちがうとおもうのです。ところがマルクスの理想化の方
法は，自然科学の方法とまったくおなじだとおもうのです。したがってマック
ス・ウェーバーとマルクスとではまるきりちがうとおもうのです。現象論的な
ものを固定化する意味の理想化を，マックス・ウェーバーはやっているとおも
うのです。そういう点で，本質的な面をあきらかにする意味の理想化なら，こ
れはマルクスだとか自然科学などの方法だとおもいます。」 1)
この発言において，武谷氏は「たんに寄せ集め的な総計は現象の記述として
の統計的，現象論的法則であるが，思惟は現象の奥につきすすむ。かくて本質
的必然的法則に達するのである」 2)という認識論的な立場にたっているのであ
って，同氏によれば，マックス・ウェーバーが「現象論的なものを固定化する
意味の理想化」をやっているのにたいして， 「マルクスだとか自然科学などの
方法」は「本質的な面をあきらかにする意味の理想化」をおこなうのである。
ウェーバーはさておいて，マルクスだけについてのべるならば，たしかにかれ
はそういう方法をもちいている。かれは労働時間による価値規定を基礎とし
て， 現象形態の背後にある内的な， 本質的な関連をあきらかにするのである
が，そのさいにある理想化をおこなっているのであって， 「われわれはただ資
本主義的生産様式の内的編成をいわばその理想的平均において叙述しさえすれ
ばよい」 s)とのべている。4) ただしこのばあいに理想化は平均化ということと
1)武谷三男『自然科学と社会科学』（著作集 5),97ページ。
2)武谷三男「弁証法の諸問題」（著作集 1),45ページ。
3) Karl Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 839. 『マルク
ス＝エンゲルス全集』（大月書店）第25巻， 1064ページ。
4)ここでマルクスのつぎのような諸文章も引用しておこう。それらのなかでは，競争の
外観やその諸現象を見ぬけない資本家たちとかれらの観念や動機を弁護的に翻訳するに
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むすびついていることに注意しなければならない。
それはとにかく武谷氏の談話にたちもどることとしよう。 「古典物理学の系
譜」について話すときに，同氏はニュートンの物理学の立体的な論理にふれた
のちに，かれの微分方程式についてつぎのようにのべている。「ニュートンは，
地球上の一定の重力のみでなく，ケプラーの天体の引力もいっしょに統一する
ことによってはじめて力と加速度とのあいだに質量mという常数が必要である
d2r 
ことをみとめ， 微分方程式 m-=Fという関係をだしてきたのです。 rはdt2 
位置ベクトル， Fは力です。これはニュートンの式です。ニュートンまでは質
量という概念が全然あいまいであって，全然はっきりしていません。ニュート
ンではじめて質量という概念で加速度と力とのあいだの関係をつないだという
わけです。こういう微分方程式，つまり形の原理から微分的な形を形成する原
理，そういうものにもっていったのです。この微分方程式をいちど積分します
と積分常数がでてきて，これを速度にたいする積分常数でもういちど積分する
と，位置にたいする積分常数がえられます。この積分常数は，徴分方程式にた
．．． 
すぎない俗流経済学者たちにたいする批判がのぺられている。すなわち， 「競争ではす.................... 
べてがさかさまになってあらわれるのである。表面にあらわれているとおりの，経済的
諸関係の完成した姿は，その現在の存在にあっては， したがってこの諸関係の担い手や
代理者たちがこの諸関係を理解しようとするばあいの観念のなかでも，この諸関係の内
的な，本質的な， しかしおおい隠されている核心の姿やそれに対応する概念とはひじょ
うにちがっており，またこのような姿や概念にたいしてじつさいにさかさまになってお
り反対になっているのである。」 (Ebenda,S. 219. 邦訳， 同上， 262ペー ジ。） だから
「競争戦のとりこになってけっしてその諸現象を見ぬけない実際的な資本家は．外観を
突きぬけてこの過程の内的な本質や内的な姿を認識することにまったく無能であらざる
をえない。」 (Ebenda,S.178. 邦訳，同上， 213ページ。）それから「俗流経済学者たち…
・・は， じっさいに資本主義的生産にとらわれたその担い手たちの観念や動機などを翻訳
しているのである。……俗流経済学者たちはそれらをひとつの教義的な言葉に翻訳する
のであるが， しかし支配的な層">, 資本家たちの，立場から， したがって卒直に客観的
にではなく，弁護論的に翻訳するのである。」 (Marx,Theorien Uber den Mehrwert, 
3. Teil. Marヽ EngelsWerke, Bd. 26, 3. Teil, S. 445. 邦訳，第26巻第3分冊， 587 
-588ペー ジ。）
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いしては偶然的なもので，微分方程式がすべてを決定しているのでなく，微分
方程式とは無関係に，そのつど偶然的なものがはいるのです。これらの偶然的
な常数が古典統計力学の統計性の基礎になっているので，各分子がさまざまな
積分常数をもっているのを統計することなのです。ニュートンカ学は，偶然t生
をその体系のうちにもっていないというわけではなく，一種の本質的な法則が
現象してゆくばあいに偶然性を媒介にして現象してゆ<, という組み立てにな
っています。」 5)
ここに言及してある二つの積分常数についてはさらに武谷氏のつぎのような
叙述が注目される。すなわち， 「自然法則は実験において現象としてあらわれ
るばあいにさまざまな偶然的因子をふくむ。この偶然性に二つの種類がある。
初期条件と環境条件である。たとえばニュートンの運動の法則は，現象として
初期条件のいかんによって，拠物体の運動は鉛直落下の直線運動ともなり，ま
た，種々なる拠物線をえがくことともなる。もうひとつの因子は周囲の環境に
よって現象が異ってあらわれることである。たとえば拠物体の例において，空
気の抵抗が働くことである。この抵抗をのぞくためには真空中で実験せねばな
らない。••••••この両条件は実験のやり方によってきわめて単純に働くようにす
ることができ， こうして両条件の影響をとりだしうるようにすることができ
る。」 a)
これによってニュートンの運動の法則の性格をしることができる。この法則
は微分方程式であらわした本質的な法則であり，そういうものとしてすべての
個々の物体にあてはまる。そしてその微分方程式を解くとひとつの次元にたい
して二つの積分常数がでてくるが，そのばあいにおうじた初期条件と環境条件
を挿入すれば，二つの積分常数がきまる。7) それで三つの次元にたいする連立
微分程式をもってすれば任意の時刻における物体の位置と速度を決定すること
5)武谷三男「自然科学と社会科学」（著作集 5),16-17ページ。
6)武谷三男『弁証法の問題』（著作集 1),281ページ。
7)同書， 31-32ページ。
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ができる。こうして「ニュートンの力学ではたとえば火星やその他の惑星の運
動についておこなうように，ある時刻の位置と速度を正確に知れば，それから
後の位置と速度を厳密に予測することができるのである。」 s)
ところで，マルクスの諸法則はどのような性格のものであろうか。それらは
ニュートンの法則のように「本質的な法則」であるといえるし，また「偶然性
を媒介にして現象してゆく」といえるかもしれない。だが，経済学は力学と研
究対象を異にしているから，マルクスの諸法則はニュートンの法則とどこかち
がったところがあるはずであり， そしてそういうちがった側面も重要であろ
う。これらのことにあらかじめ注意したうえで当面の問題にとりかかることと
しよう。9)
2 法則の性格
これからわれわれはマルクスが『資本論』のなかでのべている諸法則の性格
について考察するつもりであるが， まず気づくことはそれらの法則が歴史上
の時代にかかわるものとしてそれじしん歴史的なものであるということであ
る。10) しかしこのいわば歴史的な性格は明白なことであって， あらためてせ
8)同書， 191,271-272ページ。
9)以上ではもっぱらニュートンの法則についてのべた。経済学においてときどき類推の
ためにこの法則が援用されるからである。
10)マルクスがかれの方法を的確にのべているものとして引用している有名な文章のなか
から，その一部分をあげておこう。「ひとはいうであろう。経済生活の一般的な諸法則
は同一のものであって，それを現在に適用するか過去に適用するかにはなんのかかわり
もないのだ， と。これこそまさにマルクスの否定するところである。かれによれば，そ
のような抽象的な法則は存在しないのである。……かれの見解によれば，それとは反対
に，歴史上のそれぞれの時代がそれぞれの固有の諸法則をもっているのである。……生
命は，あたえられたひとつの発展期間をすぎてしまって，あたえられた一段階から他の
一段階に移れば，別の諸法則によってみちびかれるようになる。かんたんにいえば，経
済生活は，生物学の他の諸領域での発展に似た現象を，われわれにしめしているのであ
る。……古い経済学者たちは，経済的諸法則の性質を誤解していたので，これを物理学
や化学の諸法則になぞらえたのである。」 (Marx,Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels 
Werke, Bd. 23, S. 26. 邦訳，第23巻， 21ペー ジ。）
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んさくしなくてもよいであろうから，われわれは当面の問題としてそれ以外の
性格についてかんがえてみることとするが，そのまえにその歴史的な性格にか
んれんしてとくにふれておかなければならないことがある。
マルクスが『資本論』で研究するのは商品生産にもとづく「資本主義的生産
様式」であり，「これに対応する生産関係と交易関係」である。11) かれがのベ
ている諸法則は，商品生産一般にかんする価値法則もふくむが，ひっきょう資
本主義的生産様式にあてはまるものである。そこで両者の関係についてみる。
エンゲルスは，『空想から科学への社会主義の発展』のなかで， 資本主義的生
産様式の基本的矛盾として「社会的生産と資本主義的取得との矛盾」をあげ，
それからこの基本的矛盾が「プロレタリアートとブルジョアジーとの対立」や
「個々の工場内における生産の組織化と全体としての社会における生産の無政
府状態との対立」という矛盾となってあらわれることを指摘し，ついでこれら
の矛盾は大工業の成立によっていちじるしくなってきたとして， 「大工業の諸
機械の無限の改良の可能性」とそういう改良への「強制命令」にもとづく「産
業予備軍の生産」や「一般的恐慌の勃発」などについてのべているが，またか
れは生産手段の社会化の形態としての「株式会社」， 同一産業部門の大生産者
たちの独占的な「トラスト」， 大規模な交通通信施設の「国家的所有」などに
ふれたのち，最後に諸矛盾を解決する「プロレタリア革命」についてのべてい
る。12) 上記の諸法則は， そういった諸矛盾のなかで資本主義的生産が運動す
るその現実の過程を思惟において反映したもの，その内的関連を論理的にあと
づけたものにほかならない。13) それらは，その歴史的な性格にもかかわらず，
資本主義的生産様式がつづくかぎり，内的なまたは本質的な法則として妥当す
11) Ebenda, S. 12. 邦訳，同上， 8-9ペー ジ。
12) Friedrich Engels, Die Entwicklung des Sozialismus von der Utopie zur Wis-
senschaft. Marx-Engels Werke, Bd. 19, S. 219 f. 邦訳，第19巻， 209ペー ジ以下。
13)この文章の後半はエンゲルスの言葉を引用したものである。 (Vgl.Marx, Das Ka-
pita!, 3. Bd. MarかEngelsWerke, Bd. 25, S. 905. 邦訳，第25巻， 1142ペー ジ。）
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るであろう。
さて当面の問題にうつることとしよう。マルクスは『資本論』の序文におい
てこの著作の最終目的は「近代社会の経済的運動法則」をあきらかにすること
である 14) とのぺているが，かれによれば，その法則は「資本主義的生産の自
然法則」であって， 「鉄の必然性をもって作用して自己を貫徹する傾向」なの
である。15) このことはすでにマルクスの諸法則のある性格をしめしているよ
うにみえるが，これについてはもっとたちいって考察しなければならない。ま
ず価値法則をとりあげてみよう。
クーゲルマンヘのマルクスの有名な手紙のなかにこういう文章がある。「プ
ルジョア社会の妙味は，まさに，そもそものはじめから生産の意識的な社会的
規制がおこなわれないという点にあるのです。理性的なものや自然必然的なも
のは，ただ盲目的に作用する平均としてのみ自己を貫徹するのです。」 16)マル
クスは価値法則にかんれんしてこの文章を書いているのであって，これをいい
かえるならば，価値法則は盲目的に作用する平均として自己を貫徹するという
ことになる。このことはたしかにその法則の性格をしめしているようにおもわ
れる。そこで，この命題についてくわしく考察することが，さしあたりの課題
となる。ところで，盲目的に作用するというのは，どんな個々の生産者の意志
からも独立し，かれに対立して，作用することをさすのであるが，その具体的
な意味についてはのちにあらためてかんがえてみることとし，われわれはまず
平均という概念にかんれんがある『資本論』のなかのマルクスの諸議論につい
14) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Ma心 EngelsWerke, Bd. 23, S. 15. 邦訳， 第23巻，
10ページ。
15) Ebenda, S. 12. 邦訳，同上， 9ページ。
16) Marx an Kugelmann, 1. Juli 1868. Marx-Engels Werke, Bd. 32, S. 553. 岡崎
次郎訳『資本論にかんする手紙J上巻， 224ベージ。おなじような事実についてマルク
スはこう書いている。「規律はただ無規律の， 盲目的に作用する平均法則としてのみ自
己を貫徹しうる。」 (Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 23, S. 
117. 邦訳，第23巻,136ペー ジ。）
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てみておくこととする。
しかしそのまえにここでマルクスの価値法則の内容にふれておかなければな
らない。そしてはじめに社会的労働の配分の規制という問題についてのぺるこ
ととする。なぜならば，こうするほうがその内容を説明しやすいからである。
それで上記の問題にかんれんがあるマルクスの叙述をしめすならばつぎのとお
りである。「たがいに独立に営まれながらしかも社会的分業の自然発生的な諸
環として全面的にたがいに依存しあう私的諸労働が，たえずそれらの社会的に
均衡のとれた大きさに還元されるのは，私的諸労働の生産物の偶然的なたえず
変動する諸交換比率をつうじて，それらの生産物の生産に社会的に必要な労働
時間が，たとえばだれかの頭上に家が倒れてくるときの重力の法則のように，
規制的な自然法則として強力的に自己を貫徹するからである。」 17)
これによってみれば，社会的分業のもとにおいて社会的総労働の諸環となっ
ている「私的諸労働が， たえずそれらの社会的に均衡のとれた大きさに還元
されるのは」，「それらの生産物の生産に社会的に必要な労働時間」が「規制
的な自然法則」として作用するからである。これをかんたんにいいかえれば，
社会的労働の配分はそういう労働時間によって規制されるということになる。
ところで，マルクスによれば，諸生産物の生産に社会的に必要な労働時間は諸
商品の価値を規定するものであるが， 18) 社会的労働の配分はじつは諸商品の
価値によって規制されなければならないのである。このように労働生産物が商
品形態をとり価値性格をもっということのなかに商品生産における物神崇拝の
秘密があるとされている。19) それはともかくとして， そうした規制によって
社会的労働の配分が均衡のとれたものになっているばあいには，いろいろの群
17) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 89. 邦訳． 第23巻，
101ページ。重力の法則の類推が注目される。その意味はのちにかんがえる。
18) Ebenda, S. 54. 邦訳，同上,53ページ。
19) Ebenda, S. 87. 邦訳，同上,98ページ。
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の生産物はそれぞれの価値で売れる。20) いいかえれば， 諸商品の需要と供給
がそれらの価値によって規制されて，両者が一致しているばあいには，諸商品
は価値どおりに売れる。21) こうして， 価値法則は， 労働時間による価値の規
定と，価値による社会的労働の配分の規制をふくんでいるのである。もちろん
二つは密接にむすびついているのであるが，価値規定が基本的なものとかんが
えられる。
これだけのことをまえおきとして，さきにすすもう。いまや問題は価値規定
における平均の概念ということになるが，これについてはマルクスのつぎのよ
うな有名な文章がまず目につく。すなわち， 「諸価値の実体をなしている労働
は，おなじ人間労働であり，おなじ人間労働力の支出である。商品世界の諸価
値となってあらわれる社会の総労働力は，無数の個別的労働力からなっている
のではあるが，ここではひとつのおなじ人間労働力としてみとめられるのであ
る。これらの個別的労働力のおのおのは，それが社会的平均労働力という性格
をもち，このような社会的平均労働力として作用し，したがって一商品の生産
においてただ平均的に必要な，または社会的に必要な労働時間だけを要するか
ぎり，他の労働力とおなじ人間労働力なのである。社会的に必要な労働時間と
は，現存の社会的に正常な生産条件と，労働の熟練や強度の社会的平均とをも
って， なんらかの使用価値を生産するために必要な労働時間である。」そこで
「ある使用価値の価値量を規定するものは，ただ，社会的に必要な労働の量，
すなわちその使用価値の生産に社会的に必要な労働時間だけである。」 22)
こうして， ある商品の価値は， その商品の生産に平均的に必要な労働時間
（労働量）または社会的に必要な労働時間（労働量）によって量的に規定される
20) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 648, 邦訳，第25巻，
820ペー ジ。
21) Ebenda, S. 199. 邦訳，同上， 238ペー ジ。
22) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 53, 54, 邦訳，第23
巻， 53ペー ジ。
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ということになる。そしてこういう価値は社会的価値とよばれている。23)
ところで，価値規定にかんするマルクスのもっとくわしい議論をみることと
しよう。ひとつの生産部面の個々の商品の生産において労働の熟練や強度が異
ならないとしても，生産条件が異なるならば，個々の商品の個別的価値は異な
るであろう。しかしいろいろの個別的価値は競争によってひとつの社会的価値
に平均化される。そしてこの社会的価値は市場価値とみなされる。24) そこで
「市場価値は一面ではひとつの部面で生産される諸商品の平均価値とみられる
べきものであろうし，他面ではその部面の平均的な条件のもとで生産されてそ
の部面の生産物の大量をなしている諸商品の個別的価値とみられるべきであろ
う。」 25)
しかし，いろいろの生産部面の商品が市場価値どおりに売れるとすれば，そ
してこれらの生産部面での剰余価値率（剰余価値mの可変資本Vにたいする比率ー ）
m 
V 
がひとしいとすれば， いろいろの生産部面において資本の有機的構成（不変資
本Cの可変資本Vにたいする比率ー）が異なるから，利潤率（剰余価値mの総資本C
m m 
=c+vにたいする比率―=-)はさまざまに異なる。しかし諸資本の競争にC c+v 
よってそれらの利潤率は平均化されることとなる。 こうして， 一般的利潤率
（平均利潤率）が形成され， 各部面における商品の生産価格が成立するのであ
るが，それはその商品の費用価格プラス平均利潤にひとしいのである。これは
「商品価値の生産価格への転化」であって，それ以外のものではありえない。
m 
「特殊な利潤率はどの生産部面でも一であって，・・・・・・商品の価値から展開されC 
なければならない。この展開がなければ， 一般的利潤率は（したがってまた商品
の生産価格も）無意味で無概念な観念でしかない」 26) のである。
23) Ebenda, S. 336. 邦訳，同上， 417ペー ジ。
24) Marx, Das Kapstal, 3. Bd. MarかEngelsWerke, Bd. 25, S. 190. 邦訳，第25巻，
227ペー ジ。
25) Ebenda, S. 187-188. 邦訳，同上， 225ペー ジ。
26) Ebenda, S. 167. 邦訳，同上， 200ペー ジ。
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このようにマルクスは価値規定においていろいろの文脈で平均についてのベ
ているが，方法的にみて重要なのは，それらの平均は，マルクスが「われわれ
はただ資本主義的生産様式の内的編成をいわばその理想的平均において叙述し
さえすればよい」 27) というときの「理想的平均」にほかならないということで
ある。理想的平均の概念では平均化をさまたげるいろいろの「摩擦」はないも
のとされ， 28) また「競争の現実の運動」は度外視されている。20) こういう想
定のもとでは，競争が自由におこなわれ，しかもゆきすぎることがないから，
諸商品の需要と供給はちょうど一致するようになり，市場価値または生産価格
が確立されうるのである。
そうした価値規定を基礎として，価値による社会的労働の配分の規制がかん
がえられるのであるが，この価値法則は現実においてはどのようにして自己を
貫徹するのであろうか。このことがいまや問題となるが，そのさいに価値法則
が「盲目的に作用する」ということの具体的な意味がしめされるであろう。
そこでそういう問題にかんれんがあるマルクスの文章をみると，こう書いて
ある。「生産物の商品としての性格， または商品の資本主義的に生産された商
品としての性格から，価値規定の全体と，価値による総生産の規制とが，生ず
る。このまったく独自な価値の形態では，一方では，労働はただ社会的労働と
してのみみとめられるのであり，他方では，この社会的労働の配分も，その生
産物の相互補完や物質代謝も，社会的連動装置への従属や挿入も，個々の資本
家的生産者たちの偶然的な相殺的な活動にまかされてある。資本家的生産者た
ちはたがいにただ商品所有者として相対するだけであり，また各自がじぶんの
27) Ebenda, S. 839. 邦訳．同上， 1064ページ。
28) Vgl. ebenda, S. 152, 184, 206, 218. 邦訳，同上， 182,211, 247, 261ページ。
29) Vgl. ebenda, S. 839. 邦訳，同上， 1064ページ。競争の現実の運動はちょうど市場価
値または生産価格を成立させるようなものであるとはかぎらない。それはむしろゆきす
ぎて，市場価値または生産価格からかたよった市場価格の変動を生じやすいのである。
マルクスのプランによれば，このような市場価格の現実の運動は競争論において考察さ
れるのである。 (Vgl.ebenda, S. 772. 邦訳，同上， 981ペー ジ。）
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商品をできるだけ高く売ろうとする（外観上は生産そのものの規制においてもただじ
ぷんの恣意だけによってみちびかれている）のだから， 内的な法則は， ただかれら
の競争，かれらがたがいにくわえあう圧力を媒介としてのみ自己を貫徹するの
であって，この競争や圧力によってもろもろの偏差は相殺されるのである。こ
こでは価値の法則は，ただ内的な法則として，個々の当事者にたいしては盲目
的な自然法則として，作用するのであって，生産の社会的均衡を生産の偶然的
な諸波動のただなかで成就するのである。」 so)
このように価値法則は資本家的生産者たちの競争によって盲目的な自然法則
として作用し，生産の社会的均衡を生産の偶然的な諸波動の平均として成就す
るのである。これが価値法則の貫徹の仕方（盲目的な作用）である。
しかし，そういう諸波動の平均化の過程については，マルクスのもっとくわ
しい叙述が顧慮されなければならない。現実においては，いろいろの摩擦があ
り，また競争の運動はゆきすぎがちであるから，商品の需要と供給は一致しが
た＜， そして市場価値からかたよった市場価格の変動がおこりやすいのであ
る。それでマルクスはこうのべている。「どのあたえられたばあいにも需要と
供給とはけっして一致しないけれども，それらの不一致はつぎつぎにつづいて
おきる，—そして一方へのかたよりの結果は反対の方向への別のかたよりを
よびおこすー一， したがって， 大なり小なりの一期間の全体をみれば，供給
と需要とはたえず一致する。ただし，ただ過ぎ去った運動の平均としてのみ，
そしてただそれらの矛盾の不断の運動としてのみ，一致するのであるが。こう
して，市場価値からかたよる諸市場価格も，それらの平均数からみれば，市場
価値に均等化される。というのは，市場価値からの諸偏差はプラスとマイナス
として相殺されるからである。」 81)このように，需要と供給との一致はある期
間の過ぎ去った運動の平均として，市場価値は市場価格の諸変動の平均として
30) Ebenda, S. 887. 邦訳，同上， 1125ペー ジ。
31) Ebenda, S. 199-200. 邦訳，同上， 239ペー ジ。
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実現されるのであるが，ここでさらに注意しなければならないのは，それはた
だ近似的に実現されるにすぎないということである。32)
なお， そうしたことは， 市場価値にかわって生産価格があらわれると， こ
の生産価格についておこるのである。「生産価格は， 長い期間についてみれ
ば，供給の条件であり，おのおのの特殊な生産部面の商品の再生産の条件であ
る。」 33)そこで「生産価格そのものが， 日々の市場価格がそれをめぐって運動
し一定の期間にそれに平均化される中心である」 34) といわれる。こうして生
産価格が市場価格の諸変動の平均として実現されることになるのであるが，こ
のこともただ近似的におこなわれるにすぎないであろう。35)
これを要するに，社会的労働の配分を規制する市場価値または生産価格は市
場価格の諸変動の平均として近似的に実現されるのである。そこで，マルクス
によれば，価値法則が「支配的な傾向として自己を貫徹する」のは「ただひじ
ょうに複雑なまた近似的な仕方で，永久の諸変動の，けっして確定されない平
均として」である。36)
これまでは当面の問題を価値法則について考察してきたが，われわれはひき
つづきそれを他の諸法則にかんれんして考察しよう。
32) Vgl. ebenda, S. 193. 邦訳，同上， 231ペー ジ。
33) Ebenda, S. 208. 邦訳，同上， 249ペー ジ。
34) Ebenda, S. 188. 邦訳，同上， 226ペー ジ。
35)こういう生産価格と市場価格との関係についてマルクスはつぎのように書いている。
「市場価格は規制的生産価格よりも上がったり， 下がったりするが， しかしこのような
変動は相殺されてしまう。かなり長い期間にわたる価格表をみれば，そして，労働の生
産力の変動によって商品の現実の価値が変わった場合をのぞき，また自然的または社会
..,;i 
的災害によって生産過程が撹乱された場合をのぞいてみれば，第1に，諸偏差の限界が
比較的に狭いことにおどろき，第2に，それらの偏差が規則的に相殺されることにおど
ろくであろう。ここには， ケトレが社会的現象について指摘しているのとおなじよう
に，規制的平均の支配がみいだされるであろう。」 (Ebenda,S. 868. 邦訳，同上， 1100
-1101。) このように諸偏差が規則的に相殺されるといっても， 相殺はただ近似的にお
こなわれるにすぎないであろう。
36) Ebenda, S. 171. 邦訳．同上， 205ペー ジ。
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しかしここであらかじめのべておかなければならないことがある。まず資本
主義的生産の発展にかんするマルクスのつぎのような文章を引用しよう。「労
働の社会的生産力を増大させるための方法は，すべて，同時にまた剰余価値ま
たは剰余生産物の生産を増加させる方法であり，この剰余価値または剰余生産
物はそれじしんまた蓄積の形成要素である。だから， これらの方法は， 同時
に，資本による資本の生産の方法，または資本の加速的蓄積の方法である。剰
余価値から資本への連続的な再転化は，生産過程にはいる資本の量が増加して
ゆくこととしてあらわれる。この増加はまた，生産規模の拡大の，それにとも
なう労働生産力の増大の方法の，そして剰余価値の加速的生産の基礎となる。
こうして，ある程度の資本蓄積が独自の資本主義的生産様式の条件としてあら
われるとすれば，後者はまた反作用的に資本の加速的蓄積の原因になるのであ
る。」 37)
このように資本の蓄積と労働生産力の増大とはたがいに作用しあうのであ
り，こうした相互作用のなかで資本主義的生産は発展してゆくのである。そし
てマルクスの諸法則はそういう資本主義的生産の発展にかかわるものにほかな
らない。このことは価値法則についてもいえるのであって，この法則は資本主
義的生産の発展過程において永久の諸変動の，けっして確定されない平均とし
て自己を貫徹するのである。これはさきの考察においてすでにみたとおりであ
る。
ところで，マルクスは，「労働の社会的生産力の増大」，または「平均的に見
た社会的資本の有機的構成の高度化」 （「不変資本にくらぺて，したがってまた総資
本にくらぺて可変資本が相対的に減少してゆくこと」） 38)を重視し， これを基礎とし
て資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則と利潤率の傾向的低下の法則を論じて
37) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 652-653. 邦訳，第
23巻， 814-815ページ。
38) Vgl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 222. 邦訳，第
25巻， 266-267ページ。
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いる。ここでその議論の一部をみることとする。すでにあきらかなように，そ
れらの法則もある意味において平均の概念にもとづいているが，しかしそれら
の作用の仕方には独自のものがある。マルクスによれば，資本主義的蓄積の絶
対的，一般的法則は，基本的命題として，労働の社会的生産力の発展または社
会的資本の有機的構成の高度化による「相対的過剰人口または産業予備軍の累
進的生産」ということをふくんでいる。39) ところが，「このような，社会的労
働の生産力の発展，このような，総資本にくらべての可変資本の相対的な減少
とそれにつれて速められる蓄積とにあらわれる諸法則，といっても他方ではこ
の蓄積が反作用的に生産力のいっそうの発展と可変資本のいっそうの相対的な
減少との出発点になるのであるが，このおなじ発展は，一時的な諸変動をべつ
にすれば，充用総労働力がますます増加してゆくということにあらわされる。」
40) そして「繁栄期，すなわち再生産過程がひじょうに膨張し速度をくわえ工
ネルギーにあふれている時期には，労働者は完全に雇用されている。」 41)この
ように産業予備軍の累進的生産は一時的に妨げられるのである。
つぎに利潤率の傾向的低下の法則であるが，マ）レクスによれば，この法則は
つぎのようなことをさすのである。すなわち， 「資本主義的生産は， 不変資本
にくらべての可変資本の相対的な減少の進行につれて，総資本のますます高く
なる有機的構成をうみだすのであって，その直接の結果は，労働の搾取度が変
わらないばあいには，またそれが高くなるばあいにさえも，剰余価値率は，た
えず低下してゆく一般的利潤率にあらわされるということである。……だか
ら，一般的利潤率の漸進的な低下の傾向は，ただ，労働の社会的生産力の発展
．．．．．．．．．．．．．．． 
が進行していることをあらわす資本主義的生産様式に特有な表現でしかないの
39) Marx, Das Kapitel, 1. Bd. Ma心 EngelsWerke, Bd, 23, S. 657 f., 673-674. 邦
訳．第23巻， 819ペー ジ以下， 839ペー ジ。
40) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 230. 邦訳，第25巻，
275-276ペー ジ。
41) Ebenda, S. 462. 邦訳，同上， 570ペー ジ。
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である。」 42)ところが，この法則には「反対に作用する諸原因」 （くわしくいえ
ば，「労働の搾取度の増大」， 「労働力の価値以下への労賃の引下げ」， 「不変資本の諸要素
の低廉化」，「相対的過剰人口」，「外国貿易」，「株式資本の増加」）がある。43)そこでこ
ういうことになる。 「一般的利潤率の低下をひきおこすおなじ諸原因が，この
低下を妨げ遅れさせ部分的に麻痺させる反対作用をよびおこす。このような反
対作用は，法則を廃棄しはしないが，しかし法則の作用をよわめる。このこと
がないならば，一般的利潤率の低下ではなく，逆にこの低下の相対的な緩慢さ
が，不可解であろう。このように，この法則はただ傾向として作用し，その作
用はただ一定の事情のもとでまた長い期間のうちにはっきりあらわれるのであ
る。」 44)こうして，一般的利潤率の低下をひきおこすおなじ諸原因がこの低下
を一時的に妨げたりなどすることとなるのである。
これによってみれば，資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則も利潤率の傾向
的低下の法則も，現実においてはかならずつねに実現されるのではない。それ
らはただ傾向として作用し，長い期間のうちに貫徹されるのであるが，その実
現は一時的に妨げられるのである。
以上においてわれわれは当面の問題を価値法則など若干の法則にかんれんし
て考察したのであるが，これによって，それらの法則の性格がどのようなもの
であるかがいちおうあきらかになったとおもう。最後に，そういう性格を簡潔
にいいあらわしているエンゲルスの一手紙のなかの文章をあげておこう。すな
わち， 「すべて経済法則が実在性をもつのは，近似，傾向，平均としてにほか. . 
ならず，直接的現実性としてではないのです。このことは，一面では，諸法則
の作用が他の諸法則の同時的作用によって妨げられることからくるのですが，
一部はまた諸法則の概念としての性質にもよるものです。」 45)
42) Ebenda, S. 223. 邦訳，同上， 267ペー ジ。
43) V gl. ebenda, S. 242 f. 邦訳，同上， 291ペー ジ以下。
44) Ebenda, S. 249. 邦訳，同上， 300ペー ジ。
45) Engels an Conrad Schmidt, 12. Marz 1895. Ma心 EngelsWerke, Bd. 39, S. 
431. 岡崎次郎訳『資本論にかんする手紙」下巻， 429ペー ジ。
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3 変容の問題
われわれのすでにみたように，マルクスの諸法則は内的なまたは本質的な傾
向にほかならないが，それらにはとうぜん歴史的，論理的前提があるはずであ
る。しかしそういう前提は現実においてはかならずしも完全にみたされない。
そのようなばあいには，それらの前提のもとにおけるとは異なる諸事情が現実
に存在しているであろうが， 諸法則そのものはどうなるのであろうか。46) こ
の問題も諸法則の性格にかんする問題に属するのであって，われわれは当面の
問題としてこの問題についてもくわしく考察しなければならない。
さてここでまずその問題にかんれんして序論的なことをのべておこう。マル
クスは『剰余価値学説史』のなかでリカードの方法についてこう書いている。．．．．．．．．．． 
「リカードは，法則をそのものとして把握するために， 意識的に競争の形態
を，競争の外観を，箱桑しそふi。かれが非難さるべきことは，一方ではかれ
の抽象がまだ十分に広範でなく，十分に完全でないということであり，したが． 
って，たとえば，商品の価値を把握するばあいに，すでにはやくもあらゆる種
類の具体的な諸関係への考慮によって決定的な影響をうけるということであ. . . .  .
り，他方では，かれが現象形態を直接に，ただちに一般的な諸法則の証明また．． 
は表現と解して，これをけっして展開していないということである。」 47)
この文章でマルクスは，価値法則にかんれんして， リカードが商品価値の生
産価格への転化にふれていないことを非難しているのである。そしてかれはリ
カードの価値論を考察するさいにこのことにかんしてくわしい批判をのべてい
るが，その要点は生産価格の前提としての一般的利潤率の存在にかかわるもの
である。すなわち， マルクスはつぎのように論じている。「リカードがその研
46)そういう事情が存在するばあいに，それじしんはどういう原因から生じたかが問題と
なることがあろう。しかしいまはこれを不問にふしておこう。
47) Marx, Theorien珈 rden Mehrwert, 2. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. 
Teil, S. 100. 邦訳，第26巻第2分冊,128ページ。
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究をすすめるやり方は，こうである。かれは，ひとつの一般的利潤率を，また
はおなじ大きさのいろいろの資本投下またはおなじ大きさの資本が充用される. . . . . . . . . . 
いろいろの生産部面にたいするおなじ大きさの平均利潤を想定する。—また
．．． 
はおなじことであるが，いろいろの生産部面の充用資本の大きさに比例した利. . . . . . . . . 
潤を想定する。このような一般的利潤率を前提するかわりに， リカードはむし
．． 
ろ，この一般的利潤率の存在が，そもそも労働時間による価値の規定にどこま
で一致するか，を研究しなければならなかったはずである。そうすれば，かれ
．．．． 
は，それがこの価値規定に一致することなく，ちょっと見ただけでも矛盾する
ということ，したがって，一般的利潤率の存在がまず多くの中間項をつうじて
展開さるべきであり，この展開は価値法則のもとへのかんたんな包摂というこ
ととはひじょうにちがったものだということをみいだしたであろう。」 48)
われわれはいまここでマルクスじしんのそういう展開についてくわしくのベ
ることはできないが，つぎのことだけは指摘しておかなければならない。エン
ゲルスによれば，マルクスは『資本論』第 1部の冒頭で「歴史的前提としての
単純な商品生産から出発して，つぎにさらにこの基礎から資本に到達しようと
している」のである。つまりかれは「単純な商品」から出発して， それから
「概念的にも歴史的にも二次的な形態，すなわちすでに資本主義的に変容した
商品」を分析するのである。49)50) たしかに，マルクスによっては，まずはじ
めに単純な商品生産におけるようにいろいろの生産部面における利潤率の相違
はどうでもよいという前提のもとに価値規定がのべられている。51) ところが，
資本主義的生産においては利潤率の平均化がおこなわれ，一般的利潤率が形成
される。こうして「商品価値の生産価格への転化」がおこる。いわば価値法則
48) Ebenda, S. 171. 邦訳．同上， 222-223ページ。
49) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels, Werke, Bd. 25, S. 20. 邦訳，第25巻，
19-20ページ。
50)こういうエンゲルスの見解は若干の批判や異論をまねいたが， 「歴史的な前提として
の単純な商品生産」というものは否定することができないであろう。
51) Vgl. Marx, a, a, 0., Bd. 25, S. 186. 邦訳，第25巻， 223ページ。
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の実現において変容があらわれるのである。52) そうした転化にかんする展開
は，「価値法則のもとへのかんたんな包摂ということとはひじょうにちがった
もの」なのである。
このように，資本主義的生産では，利潤率の平均化，一般的利潤率の形成の
ために価値法則の実現において変容があらわれるのであるが，このことは当面
の問題について重要な示唆をあたえているとおもわれる。あらかじめこれを銘
記してわれわれの考察をつづけよう。ところで，当面の問題そのものはマルク
スの法則の歴史的，論理的前提，とくに資本主義的生産にかんする前提のもと
におけるとは異なる諸事情が現実に存在しているばあいにおこってくるのであ
るから，まず第 1に，そういう前提はどのようなものであるかがあきらかにさ
れなければならない。そこでそれにかんれんがある『資本論』のなかの諸叙
述をしらべてみると，主要な前提として， (1)資本の自己増殖（剰余価値の生産），
(2)競争の強制， (3)産業資本家と賃金労働者の二階級にかんするものがみいだ
される。これらの前提をしめしている諸文章を順番に引用するならば，つぎの
とおりである。 . . . . . . . . .
(1) 「資本主義的生産の真の制限は資本そのものである。資本とその自己増
殖とが生産の出発点と終点，動機と目的としてあらわれるということである。． 
生産はただ資本のための生産だということ，そしてそれとは反対に生産手段が. . 
生産者たちの社会のために生活過程をたえず拡大して形成してゆくためのたん
なる手段なのではないということである。」 53)また「資本主義的生産様式をと
くにきわださせている••…•ものは，生産の直接的目的および規定的動機として
の剰余価値の生産である。資本は本質的に資本を生産する。そして，資本がそ
れをするのは，ただ資本が剰余価値を生産するかぎりのことである。……この
生産様式は，労働の社会的生産力の，といっても労働者にたいして独立した資
52)マルクスはこのばあいに変容という言葉をもちいていないが，上記のようにエンゲル
スは資本主義的な変容について云々している。
53) Marx, a. a. 0., Bd. 25, S. 260. 邦訳，第25巻， 313-314ペー ジ。
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本の力になっておりしたがって労働者じしんの発展に直接に対立している生産
カの，発展のひとつの特殊な形態なのである。価値と剰余価値とのための生産
は，・・・・・・商品の生産に必要な労働時間，すなわちその商品の価値を，そのつど
現存の社会的平均よりも低くしようとするところの，不断に作用する傾向をふ
くんでいる。費用価格をその最低限まで減らそうとする衝動は，労働の社会的
生産力の増大のもっとも強力な槙抒である。」 54)
(2) 「たしかにいろいろの生産部面はたえずたがいに均衡をえようとしてい
る。というのは，一方では，おのおのの商品生産者はある使用価値を生産しな
ければならず， つまりある特殊的な社会的欲望を満足させなければならない
が，これらの欲望の大きさは量的に異なっていて，ひとつの内的な紐帯がいろ
いろの欲望量をむすびあわせてひとつの自然発生的な体系にするからであり，
また他方では，社会がそれの処分しうる労働時間の全体のうちからどれだけを
それぞれの特殊な商品種類の生産に支出しうるかを，商品の価値法則が決定す
るからである。しかし，このようないろいろの生産部面がたがいに均衡をえよ
うとする不断の傾向は，ただこの均衡の不断の廃棄にたいする反作用として働
くのである。作業場のなかでの分業ではア・プリオリにかつ計画的にまもられ
る規則が，社会のなかでの分業では，ただア・ポステリオリに，内的な，無言
の，市場価格の晴雨計的変動によって知覚されうる，商品生産者たちの無規律
な恣意を圧倒する自然必然性として，作用するのである。マニュファクチュア
的分業は，資本家に属する全機構のただの部分でしかない人々にたいする資本
家の無条件的な権威を前提する。社会的分業は独立の商品生産者たちをたがい
に対立させ，かれらは，競争という権威のほかには，すなわちかれらの相互の
利害関係の圧力がかれらにくわえる強制のほかには，どんな権威もみとめない
のである。」 55)さらに「改良された生産様式をもちいる資本家は，他の同業資
54) Ebende, S. 887-888, 邦訳，同上， 1125-1126ペー ジ。
55) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 376-377. 邦訳，
第23巻， 466ペー ジ。
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本家にくらぺて一労働日中のより大きい一部分を剰余労働としてじぶんのもの
にする。かれは，資本が相対的剰余価値の生産において全体としておこなうこ
とを，個別的におこなうのである。しかし，他方，新たな生産様式が一般化さ
れ，したがって，より安く生産される商品の個別的価値とその商品の社会的価
値との差がなくなってしまえば，あの特別剰余価値もなくなる。労働時間によ
る価値規定の法則，それは，新たな方法をもちいる資本家には，じぶんの商品
をその社会的価値よりも安く売らざるをえないという形で感知されるようにな
るのであるが，このおなじ法則が，競争の強制法則として，かれの競争相手た
ちを新たな生産様式の採用においやるのである。」 56)このようにして「資本主
義的生産の内在的な諸法則は諸資本の外的な運動のうちにあらわれ競争の強制
法則として実現される。」 57)
(3) 「全社会がただ産業資本家と賃金労働者だけで構成されているものとか
んがえてみよう。さらにつぎのような価格変動も無視することとしよう。すな
わち，総資本の大きな部分がその平均的な割合で補填されることを妨げるよう
な，また，ことに信用によって発展する再生産過程全体の一般的な関連のもと
ではつねに一時的の一般的な停滞をひきおこざるをえないような，価格変動は
無視することにしよう。」 58)これは恐慌の原因にかんれんしてのべられている
のであるが，このように産業資本家と賃金労働者だけで構成されている社会は
『資本論』における基本的な前提のひとつをなしているとおもわれる。もっと
も，その第 3部第 4篇ー第6篇では商人や土地所有者などがあらわれてくる
が，しかし商業利潤や地代などは剰余価値の一部分にすぎないのだから，基本
的なものはやはり産業資本家と賃金労働者の二階級である。
これらの文章によってわれわれはマルクスの諸法則の三つの主要な前提をし
56) Eb切 da,S. 337. 邦訳，同上， 419ペー ジ。
57) Ebenda, S. 335. 邦訳，同上， 416ペー ジ。
58) Marx, Das Kahital, 3. Bd. Maか邸gelsWerke, Bd. 25, S. 500-501. 邦訳，第
25巻， 618ペー ジ。
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ることができる。そこで，当面の問題は，それら三つの主要な前提のもとにお
けるとは異なる諸事情が現実に存在しているばあいには諸法則そのものはどう
なるかということに帰着する。以下においてこの問題にかんれんがあるマルク
スの諸議論をおとづけることとしよう。
まず (1)の前提，すなわち資本の自己増殖にかんする前提については，そう
いったどんな事情もあらわれていないとかんがえられる。59) それで， 残りの
(2)および (3)の前提のもとにおけるとは異なる諸事情が現実に存在している
ばあいの諸結果にふれているマルクスの諸議論を検討する。
第 1に，マルクスが価値法則についてのべているつぎのような文章が注目さ
れる。「価値法則は， それの国際的な適用にさいしては， さらにこういうこと
によって変容される。すなわち，世界市場では，より生産的な国民的労働は，
そのより生産的な国民がじぶんの商品の販売価格をその価値まで引下げること
を競争によって強制されないかぎり，やはり強度のより大きい国民的労働とし
て数えられるということ，これである。」 60) このばあいに，「生産条件の劣っ
ている他の諸国が生産する諸商品との競争がおこなわれ，したがって先進国は
それの商品を競争相手の諸国より安く売ってもその価値よりは高く売る。．．．．．．
先進国の労働がここで比重の大きい労働として実現されるかぎり，・利潤率は高
59) J. ロビンソンは「経済成長論」のなかで「われわれのモデルにおいては， 利潤のた
めに成長が望まれるというよりは，成長のために利潤が望まれる」 とのぺている。 (J.
Robinson, Essays in the Theory of Economic Growth, 1962, p. 45. 山田克巳訳，
68ページ。）ロビンソンのこの見解はマルクスのいうような資本主義的生産の目的が変
わってきたことをしめそうとしているようにみえる。しかしそういう変化はまったくな
い。マルクスによれば，資本主義的生産の究極的目的は資本の自己増殖ということであ
る。そのための直接的目的が剰余価値すなわち利潤の獲得である。これは資本に転化さ
れ，蓄積されて，生産の拡張にむけられる。なお，国家などが利潤よりは他の目的のた
めに生産をおこなうことがあっても，それは例外であり，またむしろ (3)の前提にかか
わるものである。
60) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 23, S. 584. 邦訳，第23巻，
728ページ。
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くなる。というのは，質的により高級な労働として支払われない労働がそのよ
うな労働として売られるからである。」 61)
これによれば，国際間では競争の制限のために競争の強制による価値どおり
の交換がおこなわれない。先進国の労働は後進国で比重の大きい労働として実
現される。こうして価値法則はその国際的な適用にさいしては変容されるので
ある。
これとおなじようなことは独占においてもみいだされる。人為的または自然
的独占や土地所有の独占にもとづく独占価格とそのいろいろの影響について，
マルクスはつぎのようにのべている。「独占価格は， 商品の生産価格によって
も価値によっても規定されず，買手の欲望と支払能力とによって規定されてい
るのである。」 62)しかし「いろいろの生産部面での剰余価値の平均利潤への平
均化が，人為的または自然的な独占において，またとくに土地所有の独占にお
いて，ある障害にぶつかって，そのために，独占の作用をうける商品の生産価
格をも価値をもこえるような独占価格が可能になるとしても，商品の価値によ
ってあたえられている限界がそれによって廃棄されることにはならないであろ
う。ある商品の独占価格はただ他の商品生産者たちの利潤の一部分をば独占価
格をもつ商品に移すだけであろう。間接にはいろいろの生産部面のあいだでの
剰余価値の分配に局部的な撹乱が生ずることもあるであろうが，この撹乱もこ
の剰余価値そのものの限界を変えはしないであろう。もし独占価格をもつ商品
が労働者の必要消費にはいるとすれば，その商品は労賃を高くし，したがって
剰余価値を減らすであろう。といっても，そうなるのは，労働者がこれまでど
おりにじぶんの労働力の価値を支払ってもらうばあいのことであるが。その商
品が労賃を労働力の価値よりも低くおし下げることもあるであろうが，そうな
るのは，ただ，労賃がその肉体的最低限界よりも上にあるかぎりのことであ
61) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 247-248. 邦訳，第
25巻，、 298ペー ジ。
62) Ebenda, S. 772. 邦訳，同上， 981ペー ジ。
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る。このようなばあいには， 独占価格は， 実質労質（すなわち労働者がおなじ量
の労働によってうけとるであろう使用価値の量）からの控除や他の資本家たちの利
潤からの控除によって支払われることとなるであろう。独占価格が商品価格の
正常な規制に影響をあたえる限界は，確定されており，そして正確に計算でき
るであろう。」 68)
こうして，独占のために，競争の強制による剰余価値の平均利潤への平均化
が妨げられ，商品の生産価格や価値から恒久的にはなれた独占価格が存在して
いるばあいには，価値法則はその実現において変容されることとなる。さらに
いわゆる寡占のばあいにもおなじことがいえるのである。そして，独占段階に
おいてはますます多くの独占的または寡占的産業で価格政策によって高い独占
価格または寡占価格が維持され特別利潤が確保されるようになったが，そのた
めにそうした変容は顕著なものとなっているのである。
つぎにマルクスが資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則に付記しているつぎ
のような文句も注意されなければならない。すなわち， 「社会的な富， 現に機
能している資本，その増大の規模とエネルギー，したがってまたプロレクリア
ートの絶対的な大きさとその労働の生産力，これらのものが大きくなればなる
ほど，産業予備軍も大きくなる。自由に利用できる労働力は，資本の膨張力を
発展させるとおなじ原因によって，発展させられる。つまり，産業予備軍の相
対的な大きさは富の諸力といっしょに増大する。ところが，この予備軍が現役
労働者軍にくらべて大きくなればなるほど，その貧因がその労働苦に反比例す
るところの固定した過剰人口もますます大量的となる。最後に，労働者階級の
極貧層と産業予備軍とが大きくなればなるほど，公認の受救貧民層もますます. . . . . . . . . . . . . . . . .
大きくなる。これが資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則である。それは，す
ペての他の法則とおなじように，その実現にさいしてはさまざまな事情によっ
63) Ebenda, S. 868-869. 邦訳，同上， 1101-1102。
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て変容されるのである。」 84)
ここの最後のところで資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則が「その実現に
さいしてはさまざまな事情によって変容される」ことがのべられているが，そ
ういう事情をしめすものとして，本来の賃金労働者と区別される，不生産的な
「僕婢階級」にかんするマルクスの統計的記述が想起されなければならない。
かれは1861年のイングランドとウェーズルの人口調査にもとづいて繊維工場，
炭鉱，金属鉱山の従業員の合計や繊維工場，金属工場および各種金属加工工場
の従業員の合計よりも「現代の家内奴隷」の数のほうが多いことを指摘し，最
後に「機械の資本主義的利用の成果のなんというすばらしさだろう」と皮肉っ
ている。 85) ところで，資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則における相対的
過剰人口としての産業予備軍の累進的生産は本来の賃金労働者たちにかかわる
ものである。かれらのあいだでは資本の有機的構成の高度化によって産業予備
軍の相対的な大きさは増大する。しかし上記のような不生産的な人々は資本の
有機的構成の高度化から直接の影響をうけずに増加しうる。そしてこういった
人々が増加するときには，そうでなかったばあいに相対的過剰人口として産業
予備軍にくわわらなければならなかったであろう賃金労働者たちが多かれ少な
かれ不生産的な仕事に雇用されていることになる。こうして相対的過剰人口は
部分的に特殊な存在形態をとることができる。だから， そういう事情のため
に，資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則はその実現において変容されるので
ある。そして独占段階になってからは第三次産業，ことにサービス産業の肥大
化によって不生産的な人々が急速に増加するようになったが，このことによっ
てそうした変容はいちじるしくなっているのである。
最後に，マルクスがいわゆる第三者の役割についてのべているつぎのような
章句も，考慮にいれられなければならない。すなわち「社会の現実の構成は，
64) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 673-674. 邦訳，
第23巻， 839ペー ジ。
65) Ebenda, S. 469-470. 邦訳，同上,583-584ペー ジ。
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けっしてたんに労働者階級と産業資本家階級とだけからなっているわけではな
く，したがってそこでは消費者と生産者とはおなじではない。第 1の消費者の
部類（かれらの収入の一部は，利潤や賃金から派生した二次的なものであって，一次的な
ものではない）は， 第2の生産者の部類よりもはるかに範囲が広い。だから，
かれらがじぶんの収入を使う仕方やその収入の大きさによって，経済生活，と
くに資本の流通過程と再生産過程には，ひじょうに大きな変容がひきおこされ
る。」 66)
このように，労働者階級と産業資本家階級のほかに第三者が存在していて，
かれらの派生的な収入の使い方と大きさが資本の流通過程と再生産過程に大き
な変容をひきおこすことになるのであるが， 67) このことは恐慌の問題におい
て十分に顧慮されなければならない。マルクスによれば，上記のような二階級
の社会における恐慌の法則としてつぎのようなことがかんがえられる。恐慌は
ひとつのものである諸契機の強力的な独立化（分離）であり， 独立化した諸契
機の強力的な統一化であるといわれる。 68)その「独立化がある点まですすむ
ときには，統一が恐慌をとおして強力的に自己を貫徹する」わけである。 69)
もっと具体的にいえば，恐慌は，資本主義的生産における生産諸力の無条件的
な発展（労働の生産力の発展をふくむ）への傾向にくらべての労働者たちの窮乏
と消費制限， 70)つまり二つの契機である生産と消費との矛盾を究極の原因と
66) Marx, Theorien, 2. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Teil, S. 493. 邦訳，
第26巻第2分冊， 665ペー ジ．
67)ここでマルクスのつぎのような章句にも注意しなければならない。「じっさいには，
生産に投下されている資本の補填の大きな部分は，生産的でない諸階級の消費能力にか
かっているのである。」 (DasKapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 501. 
邦訳，第25巻 618ペー ジ。
68) Marx, Theorien, 2. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Teil, S. 514. 邦訳，第
26巻第2分冊， 694ベー ジ。
69) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 127-128. 邦訳，第
23巻， 150ペー ジ。
70) Vgl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 25, S. 501. 邦訳，第
25巻，巻619ペー ジ。
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し，その矛盾の展開において資本の再生産過程がそれの制限をこえておしすす
められることによっておこるのである。それはいわゆる過剰生産恐慌である。
ところで，労働者たちの消費は制限されていて相対的に小さいけれども，第三
者の派生的な収入の消費的支出がおこなわれるばあいには，こういう事情のた
めに，資本の再生産過程が変容され，したがって恐慌法則の実現が変容される
こととなるのである。
おなじようなことが国家の財政支出によってもおこる。しかもいっそう大き
な規模においておこるのである。独占資本主義の段階において，財政支出，こ
とに軍事費がますます膨張した。それから国家独占資本主義になって，ことに
第二次世界大戦後には，先進資本主義諸国で，管理通貨制度のもとに国家によ
って完全雇用政策や反循環政策が採用されたが，そういう政策としてとくに重
視されたのは財政金融政策であって，これによっていわゆる有効需要の増加が
はかられた。なおそれ以外にもいろいろの事情が注目される。生産や市場の独
占的な支配が拡大され，またいくつかの新しい技術や産業が開発された。不生
産的な人々も増加した。さらに国際的にいろいろの新しい協定や機構がつくら
れた。そしてそれらの国の多くではわりあいに高い経済成長率がみられた。上
記のような諸事情のなかにはただ一時的に出現しているにすぎないものもある
であろうが，とにかくそれらのためにさいきんにおいては以前のように激烈で
持続的な恐慌はおこらなかった。そして産業循環過程は大きな影響をうけ，慢
性的な物価騰貴など新しい諸現象もあらわれてきた。このようにして恐慌法則
の実現における変容はいちじるしくなっているわけである。
われわれは， 以上において， マルクスの諸法則の性格にかんする当面の問
題，すなわち，諸法則の主要な前提のもとにおけるとは異なる諸事情が現実に
存在しているばあいには，諸法則そのものはどうなるかという問題について，
マルクスの諸議論をあとづけた。そしてそのさい若干の補足的な説明をつけく
わえてみた。要するに，そういう諸事情のために諸法則はその実現において変
容される。しかし諸法則そのものはやはり貫徹されるのである。そして諸法則
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に反するようにみえるいろいろの現象，新しい現象も諸法則の実現におけるさ
まざまな変容としてあきらかにされうるであろう。こういった諸法則の性格か
らして，つぎのようなことがいえるのである。 マルクスは，現象形態を直接
に，ただちに一般的な諸法則の証明と解することを非難しているが， 71) 諸法
則で直接に，ただちに現象形態を説明しようとしたり，それができないからと
いって諸法則そのものをまったくやくにたたないものとかんがえ他のものによ
ってとりかえようとすることも，非難されなければならないのである。72)
71) Vgl. Marx, Theorien, 2. Teil. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Teil, S. 100. 邦
訳，第26巻第2分冊， 128ペー ジ。
72) R. L. ミークは「いまや，マルクスの『資本主義の運動諸法則』の多くが， とにかく最
近の四半世紀のあいだに，そしてとにかく先進資本主義諸国では，経済的現実の表面に
あらわれてこなかったということは，純然たる事実である」 とかんがえ， 「想定された
『運動諸法則」がじっさいに現実の表面上にあらわれている諸傾向を反映するような，
資本主義発展のまったく新しいモデルを構成すること」を望んでいる。 (R.L. Meek, 
Economics and Ideology and Other Essays, 1967, pp. 109, 110. 時永淑訳， 162,
163ページ。）また P.バランと P.スウイージーはマルクスの「利潤率低下の法則のか
わりに剰余増加の法則をおきかえ」ようとし，そして「競争的資本主義から独占資本主
義への構造的変化についてもっとも本質的なものがこのようなおきかえのなかに理論的
表現をみいだしている」とのぺている。 (P.A. Baran and P. M. Sweezy, Monopoly 
Capital, 1966, p. 72. 小原敬土訳， 92ページ。）ここにはマルクスの法則を他の法則で
とりかえようとする見解がみられる。しかしこういう見解にも上述のような批判があて
はまるであろう。
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